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主な取組みの方向

　 子ども・若者の自己形成支援 　 若者が活躍できる基盤づくりへの支援

　 子ども・若者の社会形成・社会参加支援  　若者のライフステージに応じた総合的な支援

　 社会全体で支えるための環境づくり

　 　日常生活能力の習得  　　若者の活躍を推進する機運の醸成

　 　社会的自立に向けた支援と社会参加の推進 　　 若者の職業的自立、就労支援

 　　家庭、学校、地域の連携・協働の推進

 　　豊かな心と健やかな体の育成、郷土愛の醸成
　　 多様な活動の促進、つながる機会の拡大

 　　社会の変化に対応し、社会に貢献できる力の育成  　　結婚、子育て、仕事と家庭の両立支援

　　 社会環境の健全化の推進

 ○家族の素晴らしさや家庭の大切さを家庭や地域で見つめ直す運動の推進
 ○自ら課題を見つけ、自ら主体的に解決していく探究する力（「確かな学力」）の育成

○県内の教育機関と連携した若者（高校卒業者）の県内定着や県外進学者の回帰に   
　向けた取組みの推進

 ○若者の活躍を応援するキャンペーン等の展開　

  ○社会的な自立に向け、幼児期から小・中・高等学校を通じた計画的・系統的な
キャリア教育の推進

  ○地域企業等との連携のもと、職場見学や体験、中長期に及ぶインターンシップの推進
  ○子ども・若者の意見の表明、交流機会の確保や意思決定過程への参加の推進

○就職後の仕事のミスマッチをなくし、早期離職を防ぐため、生徒個々の適正や
　進路希望に応じ、地域産業界と連携した就職指導の推進

 ○地域資源を活用した若者の雇用につながる新たな就業機会の創出
 ○若者が魅力を感じ安心して働くことのできる労働環境の整備・相談体制の充実

 ○“いじめ・非行をなくそう”やまがた県民運動など社会全体で子どもの健やかな
　成長を支援する取組みの展開
  ○通学路の安全対策、県民の防犯意識の向上など安全安心なまちづくりの推進

  ○住んでいる地域、郷土に誇りと愛着を持ち、地域とつながる心の育成
  ○スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等の活用など安心して相談
　できる体制の整備

○地域課題の解決に取り組むＮＰＯや若者グループの育成と支援
 ○若者や若者グループ、学生、移住者等との情報交換、交流、連携、協働の促進

  ○経済社会のグローバル化への対応とＩＴＣを活用した教育活動の推進 ○結婚、出産、子育て期の切れ目のない支援体制づくり「“やまがた”結婚・子
　育て安心ライフ・サポート」の推進

 ○子どもや若者が危険ドラッグに関わらないよう薬物乱用防止の啓発の推進
 ○子ども・若者、保護者に対するインターネットの安全・安心な利用に関する啓発の推進
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子ども・若者の育成と自立に向けた支援 若者が活躍できる環境づくりの推進Ⅰ Ⅱ


